
荒川水系流域委員会規約（案）

（名称）

第１条 本会は 「荒川水系流域委員会 （以下「委員会」という ）と称す。、 」 。

（設置・運営）

第２条 委員会は、国土交通省北陸地方整備局長（以下「局長」という ）が設置・運営。

する。

（目的）

第３条 委員会は、荒川水系の河川整備計画策定に向けて、荒川に造詣の深い学識経験者

等の方々が意見を述べることを目的とする。

（審議内容）

、 。第４条 河川整備計画策定に向けての意見と 住民意見聴取の方法等に関する事項とする

（組織等）

第５条 委員会は別添に掲げる委員で組織し、局長が委嘱する。

２ 委員会が必要と認めるとき、委員以外の者に対し、参考人として会議への出席を

求めることが出来る。

３ 委員会は特定の事項に対し必要に応じ専門部会を設置することができる。

（会長）

第６条 委員会には会長を置くこととし、委員の互選によりこれを定める。

２ 会長は委員会を代表し、会務を統括する。

３ 会長に事故ある時は、会長があらかじめ指名する委員がその職務を代行する。

（会議）

第７条 会議は会長が必要と認めるとき、これを召集する。

２ 会長は会議の議長となり、議事を運営する。

３ 会議は委員の半数以上の出席をもって行う。

（情報公開）

第８条 会議及び会議資料は公開を原則とし、その決定は委員会が行う。

２ 委員会の審議内容について、原則として公表することとし、その決定は委員会が

行う。



（規約の改正）

第９条 本規約の改正は、委員総数の三分の二以上の同意を得てこれを行うものとする。

（委任）

第10条 本規約に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、会長が委員会

に諮って定める。

（事務局）

第11条 委員会の事務局は国土交通省北陸地方整備局羽越工事 事務所に置く。河川国道

付則（施行期日）

この規約は、平成１３年２月２８日から施行する。

第１回規約改正 平成１４年９月６日

第２回規約改正 平成 年 月 日



別添

荒川水系流域委員会 委員名簿

（五十音順）

氏 名 専門分野 所 属

伊豆田 嘉裕 報道関係 山形新聞社置賜総支社長
い ず た よしひろ

磯部 忠三郎 関係水利 荒川沿岸土地改良区理事長
いそ べ ちゅうざぶろう

岩橋 正雄 関係漁業 新潟県内水面漁業協同組合連合会専務理事
いわはし ま さ お

遠藤 和壽 関係漁業 小国町漁業協同組合組合長
えんどう かずとし

大熊 孝 河川工学 新潟大学工学部教授
おおくま たかし

大滝 清二 自然環境 新潟県鳥獣保護員
おおたき き よ じ

大津 髙 自然環境 山形大学名誉教授
おお つ たかし

岡崎 篤行 社会環境 新潟大学工学部助教授
おかざき あつゆき

小野 精一 地域代表 小国町長
お の せいいち

加藤 勝久 報道関係 新潟日報社編集局 部次長 → 部次長整理部 学芸部
かと う かつひさ

副理事長金子 三十美 ＮＰＯ (社)いわふね青年会議所 →監事
かね こ さ と み

中倉 虎治 関係漁業 荒川漁業協同組合組合長
なかくら と ら じ

仁科 清實 文化財 小国町文化財調査委員
にし な き よ み

平田 大六 歴史文化 関川村長（荒川郷総合開発促進協議会会長）
ひら た だいろく

地域代表

本間 利雄 社会環境 本間利雄設計事務所所長
ほん ま と し お

三沢 眞一 関係水利 新潟大学大学院助教授
みさ わ しんいち

敬称略


